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１ 研究の背景

２ 研究主題設定の理由

３ 研究提案・分科会実践

（低・中・高学年）

４ 成果と課題



児童の特徴

本校の児童の特徴と課題

知識・技能が高い
学習塾等で先行学習をしている
家庭学習が長い
本が好き

児童の課題

主体的に学習に取り組む姿勢
思考力・判断力・表現力等
地域への愛着を高めること
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新しい時代を切り拓く
資質・能力の捉え方

①高い志と意欲をもち、知識を礎と
して主体的に判断し、他者と協働
しながら新たな価値を生み出して
いく力

②三つの資質・能力がバランスよく
身に付いている児童



地域で学び、地域を生かし、地域と行動する児童を育てる教育活動

八名川小学校の目指す児童像
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①問いをもつ【であう】
(社会的事象から
学習問題を見いだす)

②追究する【かかわる】
(問題解決の見通しをもっ
て協働的に追究する)

④いかす【いかす】
(行動化・実践化
につなげる)

③まとめる【まとめる】
(追究結果を振り返ってまとめ
たり、新たな問いを見いだした
りする学習)

問題解決的な学習を
くり返し行うこと

資質・能力
の育成

※【 】内は生活科



１ 研究の背景

２ 研究主題設定の理由

３ 研究提案・分科会実践

（低・中・高学年）

４ 成果と課題



【提案１】教材の工夫
地域教材・地域人材の活用
コミュニティスクール・ユネスコスクールの活用

【提案２】学習過程の工夫
「問い」の解決を繰り返し、

学びを深める学習過程
主体的な問題解決のための単元デザイン
探究的な要素を入れた問題解決の過程

【提案３】学習活動の工夫
見方・考え方を働かせながら学ぶ学習活動
問いをもつ段階での共有体験
図書館活用
考えの見える化、共有化を図る

ＩＣＴの活用
個別最適な学びの実現・振り返りの充実

研究主題に迫るための
３つの提案


